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竃競るまちづくり」

建築指導

平成7年度の建築確認申請受付件

数は4,202件で、対前年比でほぼ横

ばいとなっています。

本市では、建築基準法に基づく総

合設計制度や建築協定を積極的に推

進することによって、市街地の環境

改善や市民参加型の街づくりを図る

とともに、昭和55年から優秀建築物

表彰制度を設けるなど、良好な都市

形成のための誘導施策を展開してい

ISl

また、高齢者や障害者が安心して

利用できる建築物の整備促進を図る

ため、 「熊本市やさしいまちづくり建

築物整備促進事業補助金交付要綱」

を制定し、うるおいと安らぎのある

質の高い街づくりを目指しています。

一方、市民の住環境に対する意識

も高まりつつあり、建築行政への期

待も多岐にわたっています。このた

め、電波障害の防止、パチンコ店及

び中高層建築物の建築に関する指導

要綱を制定し、建築主と周辺住民の

相互理解を図ることに努めています。

また、年々増加する既存建築物の

防災対策は、市民の安全確保のため

重要であり、大型店舗、病院、ホテ

ルなどの不特定多数の人々が利用す

る特殊建築物を対象に、消防局と合

同で定期的に防災査察を実施してし、
・mm

更に、民間の建築団体の協力を得

て違反建築物の未然防止や建築パト

ロールを実施するなど民間と一体と

なった監視の弓封ヒを図っており、違

反建築物の減少が期待されています。

市営住宅

市営住宅は、市民生活の安定と社

会福祉の増進に寄与することを目的

として、昭和26年から市が国の補助

を受けて建設しているものです。

戦後は住宅難の時代を背景に、量

の確保を目指してスタートしました

が、近年は市民の快適な生活環境を

実現するため、質の向上に重点を置

いて建設しています。また、高齢者

や障害者にやさしい住まいづくりを

目指し、間取りも広く設備も改善さ

れたものに向上しました。

また、古くなった団地の建て替え

も進めてお9、 「豊かさとゆとりを実
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感できる住まい」をテーマに、街づ

くりと一体となった住環境磐備に取

り組んでいます。

このほか、優良な民間賃貸住宅の

借り上げ事業、高齢入居者の生活を

支援するシルバー-ウジング事業な

ども実施しており、多面的に住宅供

給を行っていますO

平成8年10月1日現在の市営住宅

管理戸数は、 ll,118戸(約3万人が

入居)で、その管理についても住宅

の使用状況を把接しながら、適切に

行っています。

■住宅関係着工(新築)戸数の推移
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都市公園の整備は、大正13年に水

前寺運動公園を建設したときからは

じまります。

その後の計画的な整備により、平

成8年度末には、まちの広場を含め

738箇所、面積498ha、市民-人当

たり7.61m!の広さとなる見込みです。

今後さらに安全で快適な都市基盤

の整備を図るため、

1.地域に密着した街区公園・近隣

公園・地区公園の整備を積極的に

すすめる。

2.中心市街地にオープンスペース

を確保するため、河川敷公威、緑

地の整備をすすめる。

3.レクリエーション需要の高まり

に対処して、広域公嵐の整備をす

すめる。

4.地震・火災等の災害に対応した

防災公園の整備をすすめる。

以上4つの基本方針に基づき、平

成12年度末までに市民1人当たりの

都市公園面積を11nf以上とすること

を目標に整備をすすめています。

公園の建設にあたっては、多様化、

高度化する市民の意向を考慮し、周

辺の公共施設や景観と連携を図りな

がら、社会の変化に的確に対応した

「ふっと利用してみたくなり、気持

ちが安らぐ」そんな魅力と活力のあ

る公閲づく9を推進していますQ

また、先の阪神・淡路大震災にお

いては、数多くの公園が、救急活動

・復旧・復興の拠点などとして多く

の役割を果たしました。このため、

平成7年度より公園内に防災施設を

整備する事業に稗極的に取り組んで

おり、市内6箇所の公園に震度7の

地震にも耐える耐震性貯水槽及び保

存食料・生活用品などを確保する防

災倉庫を設置します。

公園は、 「ゆとり」と「やすらぎ」

の生活空間を作り出し、地域住民の

健康増進やコミュニケーションに最

適な場所でありますし、安全な都TTi

づくりには、不可欠な施設でもあり

ますので、今後も公園の整備を積極

的にすすめてまいります。
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本市上水道は、大正13年11月に八

景水谷を水源地、立間山を配水池と

して通水を開始して以来72年間、水

源の全てを地下水で賄い、水道の安

定供給に努めてきました。

この間、市域の拡大や社会経済の

発展などにあわせた拡張事業を行い

普及率は96.7%に達しています。

平成7年度からは普及率100%を

目標に、 21世紀に向けた新たな水源

の確保、水の効率的運Hj&どを「け旨

した「第5次拡張事業」を実施する

とと信二、且垂な水資源を有効に利

用するために、温水防1上事業にも力

をいれています。

水道局では、今後とも安全でおい

LLりf;の供給のために蝣Jv業を推進し

てまいリますO

■配水量の推移

■
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豊かな自然の保護と潤いのある都

市づくりを目指す中で、公共下水道

は、市民の健康で快適を文化生活と、

河川などの公共用水城の水質保全の

ために欠くことのできない重要な都

市施設でありますO

本市では、将来の都耐象を踏まえ

市城のうち12,750haの区域に公共下

水道基本計画を策定し整備を進めて

おり、平成7年度末における普及率

は70%、整備面積は約6,900haであ

り、 21性紀初頭の完備を目指し事業

の推進に努めています。

また、下水処埋水は都心における

安定した水資源であるとともに、本

toの賞重な財産である活剃な地下水

IV: iI.''-・・蝣'　・."uli・J∴1';三一l一

場内の管理用水として、 -一部利用し

ていますが、今後、普及率の向上と

ともにその量はさらに増大するもの

と予想されますので、積極的に処埋

水の再利用に取り組んでまいります。

■公共下水道の

基本計画区域

河内総合支所 メ
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■乗車人員の推移
市営交通事業は、電車が大正13年　憧位丁人)　　　二1ノ、こスLl電車

8月、バスが昭和2年11月の創業で　30.00C
す。

平成8年3月末現在、市営交通は　P5-000

電車・バス合わせて1日約8万人の

乗客を運び、市内交通機関として重　2=GO

要な役割を果しています。

平成8年10月からは、熊本市の発

行するさくらカードで、満70歳以上

の方、身体障害者の方、および被爆　-conn

者の方には電車・バスを無料で利用

して項けるようになり、 「市民の足」

として更に身近になりました。

近年、電車は、性界的な環境保護

の推進に伴い、 「地球に優しい乗物」

として、また、路面から直接アクセ

スできる「人に優しい乗物」として、

特に欧米諸国で、その存在が見直さ

芋環元等凄平成2年度平成3缶賓=別昭平5!5昭平成∈耳鼻平税7年要

れつつあります。平成9年には、ド

イツの技術を取り入れた日本で初め

てのノンステップ超低床電車が熊本

市内を走ります。
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蛭、哀二喜㌢所∴ Jlこ　　て己

都市計画道路

都市計画道路は、第11次道路整備

5カ年計画(平成5年度一平成9年

皮)の整備方針に基づくとともに、

総合的な観点に立ち熊本都市園内の

交通混雑の解消と市内交通の円滑化

を図るため整備を進めています。

特に、主要な幹線道路については、

環状、放射状に整備を行い、市中心

部-の交通集中の弊害をなくし、交

通施設の中核的役割を果たす通路に

整備しますO　さらに、幹線道路を補

完する道路については、適止かつ合

理的な十地利用を促進させ、良好な

住環境の保全、即ち地域の特性と緑

地保全等にも配慮し、生活退路とし

て利便性の高い道路に整備します。

現在、熊本ffi域の都市計画退路は、

53路線の総延長201.4klnが決定され、

延長126.6kmが改良活で、改良率は、

62.9% (H8.3.31現在)です。つ　平成

7年度着工の新土河原出水線外1線

の国道3号立体部の工事、及び新町

戸坂線の戸坂橋の架替工事に続き、

平成8年度より下前邦画図線の(仮

柿)下画l瑚橋の架設⊥事に着手し、

現在12路線17カ所の整備を実施して

usa

市道整備

道路は、郡市の経済・文化が発展

するための最も基本的な施設であり

.たい・＼んM-ァ*kJii'J:iitィ、 V一寸.

今日、都市圏における自動車交通

量の増大により、慢性的な交通渋ffi

都市計画道路(本荘犬測緑)

Y.三一*l'---y㌍　　　　　　こ　　　　''~~~　r

が市内　一円に発生しています。これ

らの対策として、主要幹線道路を補

完する1 ・ 2級幹線市道の新設や改

良を実施しており、バイパス的役割

と同時に、地域間の交通ネットワー

クの形成など、計画に治った事業の

進展を図っています。

また近年は、兵の豊かさが実感で

きる生活実現のため、従来の無機的

な構造物としての通路ではなく、地

域にマッチした、ゆとりや潤いのあ

る遠路の整備が強く求められていま

す。このような社会的ニーズに応え

るため、歴史と文化の香りが漂い、

自然と調和し、自然と会話できる川

季感慧かな通行空間を創出するとと

もに、高齢者や障害者が安全快適に

通行できる歩遺づくりにも努めてい

mm

駐車場

辛島公園地下駐車場は、駐車場不

足と駐車需給のアンバランスを解消

するため、市制100周年事業として

建設し、平成5年2月にイ共用開始し

ましたr,

この駐車場は、歩行者の利便性、

安全性に寄与する地下通路と-一体に

. ・ :.川　・!'. In,∴　R.　・・i1

400台、自転車500台を収容する九州

で最大規模の地下駐車場です。また、

健軍地区に1200台収容予定の自転車

駐車場も計画中です。

駐車場案内誘導システム

さらに、中心部における既設駐中

場の効率的利用を図り、交通混雑を

緩和するため、平成5年9月26日か

ら駐車場案内誘導システムが稼働し

ました。このシステムは、案内板に

より駐車場を捜しているドライバー

に空き駐車場の位置などをわかりや

すく知らせ、スムーズに駐車場まで

案内するものですO　案内する駐車場

は27ヵ所、収容台数は約5,500台で

案内地区の約70%をカバーします。

こ　1I I

EJ

i.I

辛島公園地下駐車場出入□
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熊本空港

畔用J46年4 H、高遊原台地に開港

した熊本空港は、昭和55年に滑走路

が3千mに延長されたほか、昭和58

年国際線ターミナルビル、 63年には

新貨物ビル、 ・i戊3年1f]には新タ

ーミナルビルがオープンするなど大

型化、 im化が進むフライト事情に

I蝣一・.'.蝣:蝣蝣i‥蝣・I;.I ".','ii'i

充が行われています。

また-f一成3 *1二度から霧対策とLて、

lLS高カテゴリー化に苦手し、平成

7年9J=自二は、全国に先駆けて、カ

テゴリーmaが導入されるに奉り、

il柚瓦率が大幅に改善されました。

現在、国内線では、全日本空輸、

日本エアシステムに加え、平成3年

7Jlから日本航空も就航しており、

東京ノ＼1日8便、大阪へ9便(伊丹

11;　　　i.・-一　-主.I

組-1使、札幌へ週3便が運行して
い..t蝣-蝣>∴

蝣: Ii　・_　..!‥　　い　;・i

5-川:.に運行開始されたソウル線が.

現在大韓航空により週日吏運行され

ているほか、 、F;-成71l-9　には、欣

II '　　・　'''蝣・_i :・ ∴・

レ　用Ii].東南アジア、 -ワィ、豪

州方Illl"＼7)チャーター便川/.・えてい

ます。

このように空港施,没の充実、空港

路線so拡充に伴い、開港、L・I時18方人

にすぎなかった旅客数は平成7年度

には261ノj人に、貨物は1,900tから

19,6:弓Otに達しており、熊本の空の

玄関として、熊本空港の果たす役割

・・　蝣・. '. I　・' 'い・　・  、

とT思されています。,

鉄道網

JL州を縦断する鹿児島本線と、積

・I '　いト:

州のノ(動朕として観光.ビジネス、

流通など広い分野に]つた-,て重要な

役割を果たしてし-ます<,

llI.. I. .　・'・　　.. .　・

' ¥　蝣蝣.蝣'・i　蝣. |: '・

本」二人前駅、上熊本駅、川尻駅の4

駅、豊肥本線に平成駅、 if-ifi旨本駅、

I. I:り　　　'I.I

駅、竜日日駅、武蔵塚駅の7駅かあ

り、合計で年間1 I-8行方八J:1上の

乗降客が利廿日ノていますo

・方、九州新幹線鉄道(博多～西

Ml児Wj,汁画延長249km)は、 /TLfヒ～lJLT一

鹿児島間か平成叫:-9日に着J二され

ましたO

また、博多-八代問い1,L一成7'¥-5

J拍旨本駅),V]辺において、新幹線駅整

備調査事業に若手し、全線整備の早

期実現にむけて新たなステッフを踏

み,T,しましたL,

九州縦貫自動車道

・L　・,　I.

は、北)し州～鹿児島、宮崎を結轟志

延長・1.'う2kmの高速自動車道であり、

>蝣.J:　''LH 'ikiiij-j.o・ ,J- ''＼∴

-えびの問(22∴ikm) Ul;-/;!c7 '¥二7

'I.-,　　　　∴　　・'.I.'∴　・ -

の　　馴IJJの約　32km全線が師道L
ました。コ

今後は、八代-えびの問全線のrl

車線化か待たれるところです(,

n友7年には、熊本インターの,T,

・、　_蝣n:V: .; -し、・-~言..'I.'' i :

.i・!', Iい　　　　　　_ I ' .'し

むなど、九州の動脈路線として利用

は蝣r一々増加しています。これで、吉

熊本港

森から鹿児島、宮崎まで約2,150km

が高速通路で結ばれたことになり、

平成8年31ォJl州梯断自動車道の

全線開通により、 )L州の中央に位置

する4m|iの拠点性の一一一層の向上が図

られ、 JL州各県の連携もさらに深ま

るものと期待されるところですLl

熊本港

昭和49年'1 J巨丘要措湾に指定され

建設が進む熊本港は、熊本都市圏に

低コスト大冊縮玉の海運を開き、 I勺

外貿易の振興に寄与するとともに、

企業-'l二地や道路綱の整備を通して、

I -　し...蝣　　　蝣, ,'Ii-i.- .

発展に貢献する基幹流通施設として

ililllJ I:I''C‥圭一j

II'＼I蝣　-I　・　<¥∴;　Ml　-　i j.

(872m)と物揚場、また、平成叫:-

にはフェP)-岸壁及びターミナルか

完成し、平成5年-?.JJに島原と結ふ

フェリーの就航により待望の「粧巷が

実現し、現在では、熊本と茂木、長

崎問を結ぶ臨i'l速旅客船も就航して

し、ます。平成7年秋には7(〕0トン級

岸壁がf*朋開始し、小柱J・大連市か

ら貨物船が初入港Lました。

また、港湾埋t-r.i山人Jには、流通加

I ! , '-.　∴　　　　-　- 1'、.

海浜などの施　か仲-/I,され、海洋性

レクりェーシコン基地が-)(られる

予定です。
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HAPPINESS

KUMAMOTO
什事や活動をとおして

「生きがいを感じるまちづくり」
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都市計画

部(臨Illlllは、農林漁業との健全な

調和を図りながら、健康で文化的な

都心′晶1'を碓保するため、適iF.な制

I娘のもとに、上地の合理的利用を図

ることを基本理念としています。こ

れに張/)き、　弓本の都IIfとして総合

I'Jに整備し、間はEL、及び保全する

必要かある区域をl榊廿1-の行政区域

にとらわれず紬ill*区域として定

めています0

本lhIは、 1 ill"(ilIIj-で構成する熊本

郁l臨自叫区域'12,蝣.17リha<71大部分と柚

木町を中心とする植木郁lllri'h*"lK域

0,855haの・部及び都心.fh'i'iK域外

(河内町全域)で構成されています.。

熊4凋wlf計画区域(llJ域分23,089

ha)はl用rfヒ区域(ill一機分9,992ha)

とIIj街化調整区域(ilf域分13,097ha)

とに区分され、 .‖1軸Jl)なl吊鉦地の形

1戊や郁ill景観に配膳した仕みよい街

・・こiト上　壬一蝣-:蝣'.'tI無L状与蝣/III'Jl

地一蝣蝣・I吊圧しし川j∴`J<._->-こい　L- i

植木郁ill訂Illl'l区域(I的IVJナ1:う　ha)

は、 r同封ヒ区域と市街化調整区域の

区分は無く、用途地域指定i¥H&'jナ

日.1ha)とそれ以外(無指定区域・

Ill域分122.9ha)とに区分され、通

t主な建物用途の配置及び必要な規ili-ll

を加えた間発,汁可あるいは周辺と調

和のとれt=建物の誘導に努))してい

ます。

また.都市の1刷舶用発整備として

は、西部第・上地卜中叫整1年仕業等の

Jメ,画整理Lい・葉や開発it-'mIJ度:二よる

計Ill'lfl'jな整備を川-'ています′.

平成7 <¥:一度末現在'j)縮Ii,i画施Ii<

・I.「IIII.'.、's-L-　∴~い! i _.-∴、 u

Ir'i'r.-.:^豆Jl、上川蝣I::∴ヽ+、 ill.私Utill.

所、　園.'うヵ所、流通業務トJI-1山1ゥ

所、 l′沌小l-一夕-一三ナル2ゥ所、 !Vl:巨

場2 HI')「、駅面広場5.ゥI'lf、卜水心

終末処理場5ヵ所、汚物'w-判[i.是1 /]

I'Jr,二∴み焼却場2 77所、人薙場1ゥ

"'; ¥?x, '・】 、帖.ll K*fiii'il蝣ill.'＼ヽ∴ノ
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なお、市街化調整区域に-ノいては

Ih-街化を抑制し、 l'】然環境の保護と

活用を匝II)、優良農用地の保全と農

業基盤の整f舶二努めてし、ますっ



都市拠点整備

全市的に均衡の取れた秩序ある市

街地の形成を図って行くには、自然

との調和、周辺環境にも配慮し、計

画的に市街地再開発を進め、市民参

加のまちづくりを推進し、地域に適

応した、より良好な環境を創出して

いくことにしています。

中心部においては、既に約70.6ha

の地区について「市街地総合再生基

本計画(再開発のマスタープラン)」

の作成等を行っておi)、それをもと

に円滑な再開発事業の促進を図って

いるところです。

また、一部再開発予定地区では再

開発組合の設立及び事業化に向けて

準備作業が進んでいます。

その他、新町地区・水前寺地区、

子餌地区等においては都市施設や住

環境の整備、商店街の活性化等を目

指して地区再生のマスタープラン等

の作成をすすめ、地区のまちづくり

協議会などと共にその実現のために

積極的な活動を行うことにしていま

す。

一方、 「副都心」として位置づけら

れている熊本駅周辺を郁心機能を補

完した一大拠点にするため、現在、

九州新幹線の建設促進、鹿児島本線

の鉄道高架化及び熊本駅周辺の繭整

備等各事業を政・官・民一体となっ

て推進しています。

九州新幹線の鹿児島ルートについ

ては、船小屋一新八代間がスーパー

特急方式で着_上することが決定され、

鉄道高架化についても事業調査が採

択され熊本駅周辺のまちづくりにと

って大きな前進となりました。

また、熊本駅周辺の整備について

は、地域と一体となり、本児の玄関

口にふさわしい「出会いとふれあい

の副都心づくりJを進めていきますO
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区画整理

土地区画整理事業は、道路、公園、

水路などの公共施設を整備し、宅地

の利用増進を因ることを目的として

USB

本市では、戦前、戦後を通じて既

に40地区1,457haが完成し、健全な

市街地が形成されています。

現在、西部第一土地区画整理事業

外3地区約101.6haの事業が行われ

ていますO　中でも、本市施行による

西部第--土地区画整理事業は、西南

部地域の拠点づくりを目指して、都

市計画通路近見沖新線などの公共施

設の整備改善、良好な宅地の創出、

J R鹿児島本線の鉄道高架化による

市街地分断の解消、 ∫ R新駅の設置

など、一体的な整備を行うための事

業を推進しているところであります。

また、本市の市街化区域内に現

存する農地はl,159.8haあり(平成

8年5月未現在)、この内、 22地区

151.4haについて、土地区画整理事

業のPR、啓発活動を積極的に行い

地元住民による街づくりの推進を図

っていきます。
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地籍調査

地籍調査事業は国土の基礎調査で

あり、国土の自然的な実態を科学的

に明らかにし、国土をより高度に、

かつ合理的に利用するための基礎資

料を整備することを目的としていま

す。

本事業によって、財産の保全はも

とより、土地利用の高度化、居住環

境の整備等、あらゆる都市づくり施

策の基礎資料として多目的に利活用

できる地図、地籍簿ができます。

この地図が、一部の地域しか備え

られていない現在、登記事務上貴重

な資料となっているのが字図です。

字図は、もともと明治の初め、土

地台帳とともに租税目的のために初

歩的な測量技術によって作られたも

J,/

■熊本市土地区画整理事業施行位置図
_ノ

＼-一一、一/メ

手取本町地区第-種市街地再開発ビル完成予想図

＼　__//
ノ

ので、土地開発など長い年月を経た

今日では、現況と一致しない状況が

生じています。

そこで、地籍調査事業によって亨

図にかわる現況に一致する正確な地

図を作成するものです。

本市においては、同上調査促進特

別措置法に基づき平成2年度を初年

度として10ヵ年計画を作成し、本市

の東部地域43.80平方キロメートル、

約83,000筆について地籍調査事業を

計画しています。この計画により平

成8年度までに14.90平方キロメー

トル、約40,100筆の調査が完了して

おり、土地対策推進地籍調査事業等

を導入して、より密度の高い地籍調

査を関係者の理解と協力を得ながら

積極的に推進しています。

Km

■■売了地区

畠轟-中の柚竺
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